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0.　はじめに
本稿の目的は、1941年 4月から 1945年 9月ま
でマルチニックで発行された文芸雑誌『トロピッ
ク (Tropiques)』の執筆者の一人であったシュザ
ンヌ・セゼール (Suzanne Césaire, 1915–1966)を
一作家として掘り起こす作業を行うことにある。
第二次世界大戦期、フランスの植民地として存在
していたマルチニック。そのマルチニックの文芸
雑誌の中で執筆者は何を描き、何を展望していた
のか。
0-1　文芸雑誌『トロピック』
ダニエル・マクシマン (Daniel Maximin) 1が
「アンティルで最も重要な雑誌」2と言及している
文芸雑誌『トロピック』は、エメ・セゼール (Aimé 
Césaire)、シュザンヌ・セゼール、ルネ・メニル
(René Ménil) 3を中心に 1941年 4月に創刊され
た。マクシマンは、「彼らの思想、エクリチュー
ル、行為は、彼らの当時の前途に対するアンティ
ーユのまなざしを、持続的に明るく照らしてい
る」4と分析している。雑誌は、一時期検閲の対象
になり発禁処分を受けるが、1945年9月まで刊行
される。シュザンヌもこの雑誌に 7編のエッセイ
を寄稿していて、シュザンヌの公式に残されてい
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 1 Daniel Maximin (1947–). グアドループ出身の作家。1980–89年、プレザンス・アフリケーヌ出版社の文学ディレクタ
ーを務めた。
 2 Daniel Maximin, « Suzanne Césaire, fontaine solaire », Suzanne Césaire, Le grand camouﬂage : Écrits de dissidence 
(1941-1945), Édition établie par Daniel Maximin, Seuil, 2009, pp. 7-8.  なお、『トロピック』に関しては、星埜守之
「カリブ海とシュルレアリスム―エメ・セゼールと『トロピック』を巡って」塚本昌則・鈴木雅雄編『〈前衛〉とは何か？
〈後衛〉とは何か？』平凡社、2010年、507–520ページも参照。
 3 René Ménil (1907–2004).  マルチニック出身の哲学者、エッセイスト。共産党員（エメ・セゼールに共産党入党を進め
たのは、ルネ・メニルであった）。セゼールたちの同僚で、シェルシェール高校で哲学を教える。パリでの学生時代、
1932年に雑誌『正当防衛 (Légitime Défense)』を創刊するがすぐに発禁処分となる。
 4 Daniel Maximin, art.cit., Suzanne Césaire, op.cit., p. 8.
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る作品は、この 7作品のみとなっている。この
『トロピック』について語られる際、多くの作家や
研究者がシュザンヌの言葉を引用するように、シ
ュザンヌ・セゼールは『トロピック』に投稿した
エッセイの中で、強く心に刻みつけられるような
言葉を残している。
0-2　シュザンヌ・セゼールの生涯
ところで、本稿で取り上げるシュザンヌ・セゼ
ールとは誰なのか？　シュザンヌ・セゼールの夫
であるエメ・セゼールに関する伝記は、数多く出
版されているが 5、それら伝記の中でも妻として
のシュザンヌ・セゼールのことはほとんど語られ
ていない。エメ・セゼールの伝記の中で、文芸雑
誌『トロピック』に関して言及される際に、シュ
ザンヌ・セゼールのことが、ほんの数行の紹介さ
れるだけにとどまっている。エメ・セゼール研究
の中でも、妻シュザンヌ・セゼールについての情
報はあまりにも少ない。マリーズ・コンデ
(Maryse Condé) 6は、フランス語表現アンティル
文学史のなかでシュザンヌ・セゼールの存在があ
まりにも知られていないことを、「一つの謎」であ
ると指摘している 7。
シュザンヌ・セゼールの旧姓はルーシ (Roussi)
であるが、彼女は 1915年 8月 11日にマルチニッ
クの南西部のレ・トロワ・ジル (Les Trois-Iles)で
生まれる。父は、砂糖工場労働者、母は小学校教
師で、兄のルイ (Louis)が一人いた。小学校以降
は、フォール＝ド＝フランスの学校に通ってい
る。友人として、エメ・セゼールの妹ミレイユ
(Mireille Césaire)がいた。1933年から 36年ま
で、シュザンヌはトゥールーズで現代文学を学ん
でいる。ミレイユを通して、エメ・セゼールにパ
リで出会い、1937年 7月 10日、エメ・セゼール
と結婚する。1938年、シュザンヌは、エメと同じ
く教員養成機関エコール・ノルマルに在籍してい
る。その間、長男ジャック (Jacques)が生まれ
た。夫のエメは事実上勉学を放棄していて教授資
格試験に失敗し、家族でマルチニックへの帰郷を
決意する。1939年 8月末、エメ、ジャックと共に
フランスを発ち、9月中旬にマルチニックに到
着。セゼールが船に乗った数日後、ドイツ軍がポ
ーランドに侵攻し、第二次世界大戦が勃発してい
る。セゼールの乗った船はフランスへの帰路、ド
イツ軍の魚雷によって撃沈されたという。マルチ
ニックに帰郷後、10月にはエメと共に母校シェル
シェール高校の教師となる。
第二次世界大戦期という情勢の中、1940年 6
月、ナチス・ドイツの侵攻を受けパリが陥落す
る。7月、ナチス・ドイツの傀儡政権とされるペ
タン将軍のヴィシー対独協力政府が成立する。ヴ
ィシー政府から派遣されたロベール提督が知事と
してマルチニックを管轄していた。
このような時代背景の中、先に述べたように、
1941年 4月、シュザンヌは、夫のエメ、同僚のル
ネ・メニルらと共に雑誌『トロピック』を創刊し
ている。創刊後まもなく、フランスからアメリカ
合衆国への亡命の途中マルチニックに立ち寄った
ブルトンらと出会う。
1944年 5–10月にかけて、シュザンヌはエメと
共にエメの講演会のためハイチに滞在している。
1963年にエメと離婚。フランス本土で教師をし
ていたが、脳腫瘍を患い、1966年にパリ郊外イヴ
リーヌで亡くなっている。
シュザンヌについて、これまでわかっている彼
女の生涯は、以上に述べた程度である 8。
1.　先行研究
1-1　これまでのシュザンヌ研究
シュザンヌに関する研究は、数少ないものの、
特にシュルレアリスト女性作家研究の立場の研究
者がシュザンヌに注目している。
ロズモントは、シュルレアリスト女性作家研究
 5 Lilyan Kesteloot et Barthélemy Kotchy, Aimé Césaire — L’homme et l’œuvre, Présence Africaine, 1993. Roger Toum-
son et Simonne Henry-Valmore, Aimé Césaire — Le nègre inconsolé, Vents d’ailleurs, 2002. David Alliot, Aimé Cé-
saire : Le nègre universel, Infolio, 2008. Romuald Fonkoua, Aimé Césaire, Perrin, 2010などがある。
 6 Maryse Condé (1937-). グアドループ出身の作家。1960年アフリカに渡り、ギニア、ガーナ、セネガルでフランス語を
教える。その後作家活動を送ると共に、ニューヨークのコロンビア大学などで、カリブ海文学を教えた。
 7 マリーズ・コンデ／三浦信孝編訳『越境するクレオール：マリーズ・コンデ講演集』岩波書店、2001年、52–70ページ
を参照。
 8 Daniel Maximin, art.cit, dans Suzanne Césaire, op.cit., pp. 7-23. Romuald Fonkoua, Aimé Césaire, Perrin, 2010を参
照。
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の立場から、シュザンヌをとりあげている。20世
紀に活躍しながらも、シュルレアリスム研究のメ
インストリームとしてとりあげられてこなかった
女性シュルレアリストについて、いくつかの年代
に区切って、取り上げている。シュザンヌに関し
ては、その簡単な伝記が紹介されたあと、シュザ
ンヌ全 7作品のうち、3編「詩人、アンドレ・ブ
ルトン」、「ある文明の危機」、「1943年：シュルレ
アリスムと我々」を英訳したものが掲載されてい
る 9。
ウィルクスは、人種、ジェンダー問題に関わる
黒人女性作家を比較研究の中でシュザンヌを扱っ
ている。人種、ジェンダーという観点をふまえな
がら、グアドループ出身の作家、シュザンヌ・ラ
スカド (Suzanne Lascade, 1884–??)、マルチニッ
ク出身のシュザンヌ、とアフリカン・アメリカン
作家のマリタ・ボネール (Marita Bonner, 1899–
1971)、ドロシー・ウェスト (Dorothy West, 
1907–1998)を取り上げ、その 4人を比較すると
共に、それぞれの作家の作品分析を行っている 10。
1-2　シュザンヌを取り上げた作家
シュザンヌの公にされている作品は、『トロピ
ック』に掲載されている評論 7篇と少ないもの
の、後の世代の作家でシュザンヌに影響を受けた
作家がいる。マリーズ・コンデは、アンティル文
学を語る際、忘れ去られてしまっている数名の女
性作家について取り上げ説明している。ネグリチ
ュード、アンティル性、クレオール性の先駆者と
して、取り上げられるべき作家として、シュザン
ヌのことも取り上げている 11。
ダニエル・マクシマンは、小説の中でシュザン
ヌをモデルにした女性を登場人物として描いてい
る 12。
1-3　シュザンヌ作品の再刊
エメ・セゼールの死（2008年 4月 17日）から
約 1年後、ダニエル・マクシマン編集の下、シュ
ザンヌ・セゼールの著作として初めて刊行。『ト
ロピック』に収められたシュザンヌの全 7作品と
マクシマンによる解説、母に捧げた娘イナ・セゼ
ール (Ina Césaire) 13の詩、シュザンヌについて書
いたブルトンの文章、エメ・セゼールの詩など、
シュザンヌに関連する資料が掲載されている 14。
2.　シュザンヌ作品
シュザンヌが公式に残している 7作品の中で最
初の作品は「レオ・フロベニウスと諸文明の問
題」15である。『トロピック』の第 1号に掲載され
た。レオ・フロベニウスは、仏訳を介して 16、パ
リでのネグリチュード運動に大きな影響を与えた
ドイツの民族学者である。シュザンヌがレオ・フ
ロベニウスについてどう描いているのかは、次章
で述べることにする。
『トロピック』第 2号で、シュザンヌはエッセ
イ「アランと美学」17を掲載している。新たな世
界の意識、新たな人間の意識に大きな影響を与え
た人物として、哲学者としてのアランを過大に、
皮肉に評価している。
『トロピック』第 3号では、「詩人、アンドレ・
ブルトン」18と題したエッセイで詩人アンドレ・
ブルトンを高く評価している。
『トロピック』第 4号では「ある詩の貧困：ジ
ョン＝アントワーヌ・ノー」19のエッセイを投稿
している。マルチニックの風景をエキゾチックな
まなざしでみるノーの詩を批判しエッセイの最後
に印象的な言葉を残している。
 9 Penelope Rosement (ed.), Surrealist Women, University of Texas Press, 1998.
 10 Jennifer M. Wilks, Race, Gender, and Comparative Black Modernism; Suzanne Lacascade, Marita Bonner, Suzanne 
Césaire, Dorothy West, Louisiana State University, 2008.
 11 Maryse Condé, La parole des femmes : essai sur des romancières des Antilles de langue française, L’Harmattan, 
1979.
 12 Daniel Maximin, L’isolé soleil, 1981.
 13 Ina Césaire (1942–)、マルチニック出身の劇作家。シュザンヌとエメの娘。
 14 Suzanne Césaire, op.cit.
 15 « Leo Frobenius et le problème des civilisations », Tropiques, no. 1, avril 1941.
 16 Leo Frobenius, Histoire de la civilisation africaine, tr. par Dr H. Back et D. Ermont. Gallimard, 1936.
 17 « Alain et l’esthétique », Tropiques, no. 2, juillet 1941.
 18 « André Breton, Poète », Tropiques, no. 3, octobre 1941.
 19 « Misère d’une poésie : John-Antoine Nau », Tropiques, no. 4, janvier 1942.
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マルチニックの詩は人食いであろう、さもな
ければ存在しないだろう。
(La poésie martiniquaise sera cannibale ou 
ne sera pas.) 20
シュザンヌが『トロピック』第 5号に投稿した
「ある文明の危機」21では、マルチニックの「文
明」を問題にしている。『トロピック』第 1号で
投稿した「レオ・フロベニウスと諸文明の問題」
と同様、レオ・フロベニスを参照しながら文明の
問題について書いている。
『トロピック』は第 5号発行後、発行停止処分
を受ける。検閲官は当時の状況を次のように回想
している。「セゼール夫人が『トロピック』の新し
い号のために必要な紙を私に要求したとき、私は
すぐさま反論もせずに、それどころか一つの文学
的、文化的雑誌の刊行を承諾した。しかしながら
私は、革命的で人種主義的でセクト的である雑誌
を前にして、はっきりした反論をせざるをえない
［…］」22。
ヴィシー政権が崩壊し、1942年半ばから 1943
年始めまで発行停止処分を受けた後『トロピッ
ク』が復刊されるのは、1943年 2月であるがその
『トロピック』6、7合併号にはシュザンヌのエッ
セイは投稿されていない。
1943年 2月に発行される『トロピック』8、9
合併号に、シュザンヌは復刊後初めて「1943年：
シュルレアリスムと我々」23というエッセイを掲
載している。
シュザンヌの公に残されている最後の作品は最
終号となる『トロピック』第 13、14合併号に掲
載された「大いなるカムフラージュ」24である。
大辻氏は、シュザンヌがこのエッセイで多様な起
源をもつカリブ海の文化を積極的に評価し始めて
いると述べている 25。
3.　シュザンヌの「文明」論
『トロピック』第 1号に掲載された「レオ・フ
ロベニウスと諸文明の問題」、そして発行停止処
分を受ける前にシュザンヌが投稿した「ある文明
の危機」は、レオ・フロベニウスの影響を受けな
がら文明についての主題を扱っている。
本稿では、シュザンヌの作品の中で、シュザン
ヌが捉えている「文明」というものをどのように
捉えているのかを検討してみたい。
レオ・フロベニウス (Leo Frobenius, 1873–
1938)は、ドイツの民族学者、考古学者、また文
化形態学派の創始者で、アフリカ研究者としても
知られる。伝播主義的立場からのアフリカ文化史
の体系をつくり、また文化圏説を創始した。アフ
リカ研究と並んで、彼はオセアニア民族学につい
ても先駆的研究を発表しているが、全世界におよ
ぶ神話世界観の研究も行った。フロベニウスは文
献研究においてデータの不足を痛感し、1904年
から1935年までに12回にのぼるアフリカ実地調
査を行った。実地調査に基づくアフリカ研究の総
括として『アフリカ文明の歴史 (Kulturgeschichte 
Afrikas)』（1933年）がある。フロベニウス最後
の作品となったこの本は、1936年にフランスの
ガリマール出版社からフランス語の翻訳本が出版
され、ネグリチュード運動の学生に大きな影響を
与えた 26。
シュザンヌの第一作品「レオ・フロベニウスと
諸文明の問題」は、以下の文章から始まる。
主要な問題とは、文明の問題のことである。
我々は文明によって生きている。我々は、そ
の進歩を称揚し、その衰退を嘆く。しかし、
文明は、その本質において何なのか？
(Problème capital que celui de la civilisa-
 20 Suzanne Césaire, op.cit., p. 66.  シュザンヌは、ブルトンの小説『ナジャ』の最終文章を意識して書いている。「美は痙
攣的なものであろう、さもなくば存在しないだろう。」(La beauté sera CONVULSIVE ou ne sera pas.) Cf. André 
Breton, Œuvres complètes, t. 1, Gallimard, 1988, p. 753.
 21 « Malaise d’une civilisation », Tropiques, no. 5, avril 1942.
 22 Suzanne Césaire, op.cit., p. 12.
 23 « Malaise d’une civilisation », Tropiques, no. 5, avril 1942.
 24 « Le grand camouﬂage », Tropiques, no. 13-14, 1945.
 25 大辻都「シュザンヌ・セゼールの熱帯風景―『大いなるカムフラージュ』を読む」『フェリス女学院大学国際交流学部紀
要』第 12号、2010年、128ページ。
 26 Hans-Jürgen Heinrichs, Leo Frobenius ; Anthropologue, explorateur, aventurier, L’Harmattan, 1999. Mongo Beti et 
Odile Tobner, Dictionnaire de la négritude, L’Harmattan, 1989, Eike Haberland (éd) Leo Frobenius on African His-
tory, Art, and Culture: An Anthology, Markus Winer Publishers, 2007を参照。
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tion. Nous en vivons. Nous célébrons ses 
progrès ou déplorons sa décadence. Mais 
quelle est-elle dans son essence ?) 27
シュザンヌは、ここで文明の問題をまずは第一
に考えたいと宣言し、読者にむけて「文明とは何
か」と単に問うのではなく、「文明は、その本質に
おいて何なのか？」と、文明という言葉が意味す
るものを深く考えようとしている。その参照先と
して、レオ・フロベニウスを取り上げている。
ここに、それを知る者がいる。歴史家、考古
学者、民族学者として、いやそれでは十分で
はない、詩人として。
([…] et voici un homme qui sait, historien, 
archéologue, ethnologue ; ce n’est pas assez 
dire : poète.) 28
ここで、シュザンヌは、フロベニウスを歴史家
や考古学者、民族学者としてではなく、詩人とし
て捉えている。そして、フロベニウスの考える、
パイドゥマという概念についてシュザンヌは、次
のように述べている。
フロベニウスに耳を傾けよう。「パイドゥマ
は、いたるところでその固有の法則を表して
いる。諸文化は、生成し、死滅する。特有の
法則によって、再生し、移動する。まるで人
間がそこにいなかったように。人間は一つの
道具でしかない。パイドゥマは、現れるため
にその道具を利用するのである。」
(Écoutons Frobenius : « La Païdeuma 29 ré-
vèle partout ses lois propres. Les cultures 
vivent et meurent, elles renaissent et se 
déplacent selon des lois particulières 
comme si l’homme n’était pas là, l’homme 
qui n’est qu’un instrument dont la Païdeu-
ma se sert pour se manifester. ») 30
ここでシュザンヌがフロベニウスのパイドゥマ
という概念に注目していることが窺える。続いて
パイドゥマについてさらに詳しい説明が続く。
パイドゥマの現れを研究することは、フロベ
ニウスが文化の形態学と名付ける、新しい科
学を形成する。［…］その文化の形態学が望
むのは、文明の〈有機的な存在〉を研究する
ことである。文明自体が〈観念的な実体〉と
みなされる。文明の形態学が望むもの、それ
は文明の既知の枠組みを越えて、フロベニウ
スがパイドゥマと名付ける、まだ明らかにな
っていないすさまじいその力を理解すること
である。
(L’étude des manifestations de la Païdeu-
ma constitue une science nouvelle que 
Frobenius appelle la Morphologie des 
cultures. […] Ce qu’elle veut, c’est étudier 
« l’être organique » de la civilisation. Civili-
sation elle-même conçue comme « entité 
métaphysique ». Ce qu’elle veut, c’est saisir 
au-delà des cadres connus des civilisations 
cette force secrète et terrible que Frobenius 
nomme la Païdeuma.) 31
ここで、パイドゥマの現れを研究することは、
文明の〈有機的な存在〉を研究することであると
述べている。フロベニウスの考えるパイドゥマと
関連づけながらシュザンヌが読み手に投げかけた
問い「文明の本質の中にあるものは何なのだろう
か」という問いに向き合おうとする姿勢が窺え
る。次にエチオピア文明、ハム系文明を取り上げ
ながら、それらの文明の植物的循環に着目してい
る。
①エチオピア文明。②ハム系文明。エチオピ
ア文明は、植物、植物的循環と関係してい
る。／エチオピア文明は、夢見がちで、内に
こもっていて、神秘的である。エチオピア人
は、現象を理解しようとはしないし、自分の
外部のものをとらえ支配しようとはしない。
エチオピア人は自分の人生を、なすがままに
まかせる。植物の生と同様に。生の連続性を
 27 Suzanne Césaire, op.cit., p. 29.
 28 Ibid., p. 29.
 29 Païdeuma…ドイツ語ではパイドイマと発音。ここではフランス語の発音にならい、パイドゥマと表記する。
 30 Ibid., p. 30.
 31 Ibid., pp. 30-31.
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信頼しながら。つまり、それは、発芽し、成
長し、開花し、実をつけ、そして再びはじま
る循環のことである。
(1° La civilisation éthiopienne, 2° la civili-
sation hamitique. La civilisation éthio-
pienne est liée à la plante, au cycle végéta-
tif. / Elle est rêveuse, toute repliée sur soi, 
mystique. L’Éthiopien ne cherche pas à 
comprendre les phénomènes, à saisir et à 
dominer les faits extérieurs à lui. Il se 
laisse vivre, d’une vie identique à celle de la 
plante, conﬁant dans la continuité de la 
vie : germer, pousser, ﬂeurir, donner des 
fruits et le cycle recommence.) 32
エッセイの最終部分では、フロベニウスを称賛
し、フロベニウスをもはや理論家としてではな
く、詩人として考えている。
これが、フロベニウスが現代人に向けた壮大
なメッセージである。彼の哲学は、先駆者や
同時代の学術的論証を通り超している。彼
は、社会学に生気と力を与えている。彼は、
アナクサゴラスやプラトン以降失われてしま
った宇宙進化論や神話の感覚を取り戻してい
る。／この哲学は詩であり、再創造の世界、
新たな運命をつかさどり、人生の新しい経験
の強みを持った人間である。
(Voilà le grandiose message de Leo Frobe-
nius à l’homme d’aujourd’hui. Sa philoso-
phie dépasse les raisonnements scolaires de 
ses prédécesseurs et de ses contemporains. 
Il a donné vie et puissance à la sociologie. Il 
retrouve le sens des cosmogonies et des 
mythes perdus depuis Anaxagore et Pla-
ton. / Et cette philosophie est Poésie, le 
monde recrée, l’homme maître d’un nou-
veau destin, fort d’une expérience neuve de 
la vie.) 33
以上のことから窺えるのは、シュザンヌが文明
というものに直接向き合い議論しようとする姿勢
である。フロベニウスの哲学を詩的なものとして
捉えている。つまり、フロベニウスの言葉を創造
的に捉えようとする姿勢がある。フロベニウスの
パイドゥマを分析することを、文明の〈有機的な
存在〉を研究すること捉えている。文明の〈有機
的な存在〉は、自然の光、空気、水、土と共に生
育する植物的な循環と捉えることができる。
『トロピック』第 5号に掲載された「ある文明
の危機」ではマルチニックの文化的な諸問題を扱
っていることがわかる。
もし私たちが、私たちの言い伝えや伝説の中
で、苦しんでいて、弱々しい存在、そして時
にからかい好きな存在としてみえるなら―
それは私たちの集団の自我と言うべきもので
あるが―、月並みなマルチニック文学作品
の中から、その自我についての表現を探して
も無駄だ。
(Si nous voyons apparaître dans nos lé-
gendes et nos contes un être souffrant, sen-
sible, parfois railleur qui est notre moi col-
lectif, nous cherchons vainement dans 
l’ordinaire production littéraire martini-
quaise, l’expression de ce moi.) 34
ここでシュザンヌが、マルチニックにおいて、
月並みな文学の中から自己存在をさぐることへの
強い拒否の姿勢をもっていることが窺える。そし
て、マルチニック人を次のようにエッセイの中で
定義づけている。
マルチニック人とは何か？　植物人である。
／植物のように、宇宙的な生のリズムに身を
ゆだねる。自然を支配しようとすることな
く。凡庸な農民。おそらく。植物を生やすと
言っているのではない。植物は自ら生え、植
物として生きている。無気力だって？　それ
は、植物の性質だ。「怠け者だ」なんて言わな
いでください。「生育している」と、言ってく
ださい。そうすれば、あなたは二重の意味で
真実の中にいることになるでしょう。
(Qu’est-ce que le Martiniquais ? L’homme-
 32 Ibid., p. 33.
 33 Ibid., pp. 39-40.
 34 Ibid., p. 67.
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plante. / Comme elle, abandon au rythme 
de la vie universelle. Point d’effort pour do-
miner la nature. Médiocre agriculteur. 
Peut-être. Je ne dis pas qu’il fait pousser la 
plante ; je dis qu’il pousse, qu’il vit en 
plante. Son indolence ? celle du végétal. Ne 
dites pas : « il est paresseux », dites : « il 
végète », et vous serez doublement dans la 
vérité.) 35
シュザンヌは、その土地でゆっくりと生成する
存在として、マルチニック人としての存在を捉え
ている。つまり既存のものをあるがままに受け入
れるのではなく、そこに根付いたものがゆっくり
と生成する存在としてである。続いて、シュザン
ヌはマルチニックの状況について次のように述べ
ている。
過去への回帰が問題なのではまったくない。
私たちが知り、尊敬することを学んだアフリ
カの過去の再生が問題なのではない。そうで
はなく、人種がたえまなく醸造されてきたこ
の地において、混じり合う人々の活力を動員
することが問題なのだ。これまで私たちが自
分自身のうちに閉じ込めてきた、多様なエネ
ルギーのすばらしい堆積を認識することが必
要なのだ。
(Il ne s’agit point d’un retour en arrière, de 
la résurrection d’un passé africain que nous 
avons appris à connaître et à respecter. Il 
s’agit, au contraire, d’une mobilisation de 
toutes les forces vives mêlées sur cette 
terre où la race est le résultat du brassage 
le plus continu ; il s’agit de prendre 
conscience du formidable amas d’énergies 
diverses que nous avons jusqu’ici enfer-
mées en nous-mêmes.) 36
シュザンヌは、フロベニウスのパイドゥマの理
論をマルチニックの状況と共に展開している。つ
まり、フロベニウスの文明の問題を扱いながらマ
ルチニックの状況を考えている。マルチニックで
の醸造が進んだ状況。それをフロベニウスがパイ
ドゥマと名付ける、まだ明らかになっていないす
さまじいその力を理解しようとするのと同様に、
マルチニック人として、自分たちが持っている多
様なエネルギーのすばらしい堆積を認識すること
の必要性を提示している。
4.　おわりに
シュザンヌがフロベニウスの影響を受けなが
ら、文明概念をどのように捉えようとしているか
を検討してきた。シュザンヌは、フロベニウスが
パイドゥマと名付ける、これまでの文明という枠
組みを超えて諸文化形成のために現れてくるエネ
ルギーに注目している。シュザンヌは、文化形態
のひとつである植物的な循環を取り上げ、マルチ
ニック人としての存在を捉えようとしている。フ
ロベニウスを詩人として捉え、フロベニウスが考
えるパイドゥマに着目しながら、文明の本質をマ
ルチニックの状況を踏まえて創造的に捉えようと
している。ここでシュザンヌは、醸造 (brassage)
という言葉を用いながら、マルチニックでの醸造
が進んだ状況を積極的に捉えようとしている。マ
ルチニック人を、その土地の光、空気、水、土と
共に生育する植物とみなして、マルチニックの土
地や自然を介しながら、その土地と共に変化して
いく存在としてマルチニック人を捉えている。
夫エメ・セゼールやセネガルからの留学生レオ
ポルド・サンゴール (Léopold Senghor) 37、そし
て仏領ギアナのレオン・ダマス (Léon-Gontran 
Damas) 38を中心にネグリチュード運動が 1930
年代にパリで展開された。このネグリチュード運
動を経験し、マルチニックに戻ったシュザンヌ
は、マルチニック人としての存在を考える際、ネ
グリチュードを参照先としながら、ネグリチュー
ドを創造的に用いようとしている。シュザンヌの
「醸造」概念は後のマルチニック知識人が提唱す
るクレオール性を先駆しているように思える。
 35 Ibid., p. 70.
 36 Ibid., p. 75.
 37 Léopold Senghor (1906–2001)。セネガル出身の詩人、政治家。1960–80年にかけてセネガルの大統領を務める。パリ
留学時代にエメ・セゼールらとネグリチュード運動を展開。
 38 Léon-Gontran Damas (1912–1978)。仏領ギアナの首都、カイエンヌ出身の詩人、政治家。パリ留学時代にエメ・セゼ
ールらとネグリチュード運動を展開。
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ドイツ人の学者レオ・フロベニウスは、仏訳の
『アフリカ文明の歴史』を介して、パリで起こった
ネグリチュード運動に強い影響を与えた人物であ
ったが、その一方で 1933年頃には、ドイツ国家
に譲歩的な態度を示していたこともあった 39。ヴ
ィシー対独協力政府の下で派遣されたロベール提
督がマルチニックを管轄していた状況下、文芸雑
誌においてドイツの学者を称賛することは、一つ
のカムフラージュと捉えることができる。
しかしながら、作品を分析すると、シュザンヌ
は、フロベニウスのパイドゥマの 1つの現れ方で
ある植物性に着目していることがわかる。これ
は、植物がその土地で、光、空気、水、土を取り
込み生育していくように、その土地の自然を介し
ながら成長、変化していくマルチニック人の存在
というものを積極的に捉えようというシュザンヌ
の姿勢が窺える。
第二次世界大戦期の世界情勢において食うか食
われるか、生きるか死ぬかという肉食的思考が問
われていた中、植物性に着目し、その植物の生き
方を積極的に評価した。世界の肉食的状況に警笛
を鳴らしていたこの一人の女性のエクリチュール
は、いまだに生気に満ちている。
 39 Hans-Jürgen Heinrichs, op.cit., p. 23を参照。
